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８ 議事の経過 

開議  ９時３０分 

○議長（亀井次男） 

 おはようございます。 

 １１番、佐々木裕哲君、１７番、坂上東洋士君より欠席の届出がありますので、ご

報告します。 

 ただいまの出席議員は、２４人であります。 

 定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配布のとおりであります。 

 

…………… 日程第１ 一般質問 …………… 

○議長（亀井次男） 

 日程第１、一般質問を行います。 

 昨日に引き続き、順次、一般質問を許可いたします。 

 

…………… 通告順１１番 １番（尾上武男） …………… 

○議長（亀井次男） 

 １番、尾上武男君の一般質問を許可します。 

○１番（尾上武男） 

 議長の許可を得ましたので、一般質問をいたします。 

 まず第１点目は、下水道事業の住民へのＰＲについてであります。 

 有田川発展の基礎となる高速４車線、藤並駅の全面改修とともに重要な事業の１つ

となる公共下水道事業も町内各所で工事が始まっています。この質問は、吉備町時代

でも一度質問をいたしましたが、その後いっこうに進んでいないように思われます。

多くの住民から、町内で工事が進んでいるが負担金がいくらいるのか、また、家の中

の平均の工事費はいくらぐらいかかるのか、全くわからないという声が多く聞かれま

す。多額の金額がいるようであれば、また加入も考えなければならないという声も聞

かれます。また、使用できるのがいつごろになるのか、１日でも早く、住民に対して

知らせるのが町の責任ではないでしょうか。また、私が６月議会の予算の中で質問い

たしました低利な融資の件はどのようになっているのか、既に完成している農業集落

排水事業の加入増にも関わってくると思われますが、町長の考えをお伺いします。 

 次に、有害鳥獣対策についてお伺いします。 

 町内各地域で猿、イノシシやシカの被害が多く発生し、農家の一番頭の痛い問題に

なっていると思われます。イノシシについては、中山間事業で補助金が出ているそう

ですが、猿やシカに補助金がないように思います。これも補助金がつけられないもの

かお伺いします。これからはみかんの最盛期にもなってきます。また、野菜類に対し



ても多くの被害もあると聞いております。特にシカによっては、みかんの小木などを

植えますと、根元から皮がはがれて枯れてしまうという被害が出ています。これは、

みかんだけではなく、杉やヒノキの小木にも被害があるのではないでしょうか。町と

して今後どのような対策を進めるのか、またイノシシを捕獲しても、今のイノシシは

食肉にはならないようです。捕獲して火葬場に持っていけば、１頭当たり２万円ほど

の処理処分費がいると聞いています。これに対して町は補助金は出せないものか。ま

た、岩倉地区、岩野河地区で台湾ザルとの混入問題もあるそうです。これも１日でも

早く取り組みが必要ではないでしょうか。町長の考えをお聞きします。 

 これで１回目の質問を終わります。 

○議長（亀井次男） 

 町長、中山君。 

○町長（中山正隆） 

 おはようございます。 

 尾上さんの質問にお答えをしたいと思います。 

 まず、公共下水道の件でありますけれども、住民へのＰＲが不足してるのと違うか

というご質問であります。この点については、順次、早く、また密度の濃い説明をし

ていきたいと思ってます。 

 負担金については、農業集落排水の関係もあります。 

 それから、宅内改造にだいたいいくらぐらいかかるのかというご質問でありますけ

れども。それのためだけで言えば約１００万円以内。これにあわせて、風呂全部直そ

うかとか、かま屋の流しも全部替えようかと言えば、また話は別ですけれども。ただ、

合併処理の機能を果たすだけであれば、１００万円以内と聞いております。特に平地

については、山間部と違って配管も若干やりやすいところもあろうかと思いますので、

だいたい公共下水につなぐ分については、宅内改造については約１００万円以内と聞

いています。 

 また使用については、２１年度から順次供用開始していくところであります。使用

料あるいは融資の制度については、１５名のこの公共下水のもろもろのことを検討し

ていただける審議会をつくっております。ここを通じて早急に結論を出したいと思っ

ています。 

 いずれにしても、公共下水は、つないでいただくのがまず第１条件であります。こ

こら辺については若干新しい家が増えてまして、新しい家の方については何ら問題は

ありません。新しく建てる方については必ず入ってくれると、つないでくれると思い

ますけれども、とにかく、いかにつないでもらいやすいか、その審議会等とも相談を

しながら、早く結論を出していきたいと思ってます。 

 それから、有害鳥獣対策でありますけれども。今、イノシシ、シカ、猿、さらには

アライグマが農作物にたいへん被害を及ぼしております。特にイノシシについては、



この吉備地区の山間部、今までなかった北の方にも非常に害を及ぼして、もう何にも

つくれないというような状態が続いております。電柵については、県の補助あるいは

国の補助、町も補助を出しています。それから、猿とアライグマとイノシシ、これに

ついても捕獲の補助金を出しています。ただシカについては、今のところ出してない

ようで、どれぐらい被害が出るのか確かめ次第、これも検討していきたいと思います。 

 それから、せっかく撃ったイノシシを火葬場で焼く。僕これ初めて尾上さん聞きま

した。一度、火葬場と連絡を取って、そういうことがあれば、多分そんなに焼きに行

かないと思いますが、火葬場の人にどのぐらい来るのか一度聞いて、そこら辺も今後

対処していきたいと思ってます。 

 それから台湾ザル。清水へ行くとき、川口と岩野河の発電所の間にたびたび出てお

ります。これ僕は台湾ザルだと今まで知らなかったんやけど、台湾ザルについては、

県とも相談をして、調査をしながらいかなければならないので、今後の課題とさせて

いただきたいと思います。あれは純粋な台湾ザルか、混血か、そこら辺も一度、県の

方でも調査して。それは元の温山壮から逃げたのがあそこら辺一帯でもものすごく混

ざってということで。まあそこら辺ももう一度県の方と相談をして、多分勝手に台湾

ザルは撃てないと思いますので、県の方とも相談をして対処していきたいと思います。 

○議長（亀井次男） 

 １番、尾上君。 

○１番（尾上武男） 

 今、町長の答弁をいただきましたけれども、これからは下水道もたいへん忙しくな

ってくるのではないかと思うんです。金融機関との話とか、このＰＲの資料などをつ

くるためには、今の下水道課のスタッフではたいへん難しいのではないかと思うので

すけれども、そのところ、町長、職員を増やす考えはないのかどうか。 

 それから、全国的に事例があるんですけども、屋内の工事費用がなく一括に出せな

い家庭であれば供用開始から３年以内で改造する家庭、また、町内に有するその保証

人がある人などでは金額を１軒当たり５０万円以内を貸し出すとか、汲み取りを２カ

所あるときでは１カ所３０万円を増額して最高限度１００万円を貸し付ける、という

ような方法もとっているところもあります。こういう方法もとれないものか。また、

負担金、分担金の面でも一括で納めるのではなしに、何年か分割して納められるよう

な、こういう方法もとれないものか、ひとつよろしくお願いします。この件も、もし

できるようであれば、町長の答弁をお願いします。 

 また、審議会に出す案ではございますけども、どのような方法で出すのか、加入金

はいくらぐらいいるのか、そういう分担金とかの目安を出して審議会に諮っていただ

けると思うんですけども、そういう目安があるのかないのか、お伺いします。 

 それから有害鳥獣ですけども、今、町長から答弁いただきました。県では、現在２

カ月の狩猟期間が今ありますけども、１カ月を延ばすような計画も県にあるそうです。



それで、町もそういうのについでしてできるのかどうか、お伺いします。以上です。 

○議長（亀井次男） 

 町長、中山君。 

○町長（中山正隆） 

 お答えをしたいと思います。 

 まず第１点目、下水道課。非常に忙しい課で、職員が足らないのと違うか、増やす

気持ちがないん違うかというご質問でありますけれども。実は、合併をしまして、も

う４０名近く職員が減りました。ところが、課としましては、旧町それぞれの課をす

べて同じように残してるという関係で、水道課だけじゃなくして、ほかの課も非常に

きついという話になってます。専門の人員を置いて、来年の４月１日に向けて機構改

革をやろうということで、今検討中であります。もう少し人員を減らすという計画の

中で、何とか機構改革をしなければ、恐らく課全体が非常に人員不足になって、町民

の皆さん方にご不便をおかけするということで、今その作業に取り組んでおります。

その中で、下水道課はたいへん忙しいと聞いております。できれば機構改革までに増

やす態勢でいきたいと考えてますけれども、今の職員の異動というのは非常に難しい

と考えてます。 

 それから公共下水道の料金の目安はあるのかということでありますけれども。今、

農業集落排水は一軒に加入金３０万円いただいております。これを目安に今後検討を

していきたいと思ってます。それから、加入金の分割の問題あるいは融資の問題含め

て、審議会で早急に結論を出していきたいと思っています。 

○議長（亀井次男） 

 暫時休憩します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩  ９時４３分 

再開  ９時４５分 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（亀井次男） 

 再開します。 

 町長、中山君。 

○町長（中山正隆） 

 狩猟の期間は１１月１５日から２月１５日。これは、正式に３カ月間が狩猟の期間

であります。けれども、シカ、イノシシ、猿、これについては有害駆除ということで、

イノシシについてはほとんど年中ご要望があれば撃てるように、また、農家の方々か

らも私のところへ、イノシシ出るんやということを再三お聞きしています。そういっ

た場合に、猟友会の方にお願いして、真夏でも何回か捕っていただきました。有害に

ついては、そういった意味で、猿は夏にありませんが、イノシシについてはほとんど



年中捕獲できるようになっています。 

○議長（亀井次男） 

 １番、尾上君。 

○１番（尾上武男） 

 たいへん勉強不足で失礼しました。 

 下水道事業の件ですけども、一般家庭ではやっぱり多額の金がいると思うんです。

いつから使用できるということになれば、その家庭では積み立てる方法もあると思う

ので、そういう金融機関との話し合いもできないものか。積立金をしたらいくらか減

額するとか、そういう方法もとれると思うんです。そういう面も、今度審議会で十分

審議をしていただきたいと思います。 

 また、台湾ザルの混入ザルの問題ですけども。早くこれに手を打たなければ、前の

和歌山海南地区で発生したように長引いてしまえば、生態系もかわってくるんではな

いかと思いますので、県と十分協議していただいて、早く取り組んでいただきたいと

思います。答弁は結構です。 

○議長（亀井次男） 

 以上で尾上武男君の一般質問を終わります。 

 

…………… 通告順１２番 ３番（堀江眞智子） …………… 

○議長（亀井次男） 

 続いて、３番、堀江眞智子さんの一般質問を許可します。 

○３番（堀江眞智子） 

 議長の許可をいただきましたので、３番、堀江、質問をさせていただきます。 

 まず最初に、教育について、小中学校の環境整備について、質問をさせていただき

ます。 

 ６月議会で、殿井議員、増谷議員から金屋、清水の小中学校へのエアコン設置につ

いて質問があり、教育委員会から温度調節を実施する旨の答弁がなされましたが、そ

の結果を今議会に報告していただきたいと思います。 

 今年の夏は特に暑かったように感じましたが、このような猛暑の中でも、有田川町

の学校管理規則に基づき８月２５日から２学期が始まった学校がありました。エアコ

ンのない学校では、とても効率的に学習できたとは思えないほどの状態だったと思い

ます。また、テレビをつけても、ただ夏休みという報道が多く、子供たちからは、「な

ぜ私たちだけこんなに早くから暑いのに学校に行かないといけないの」という素直な

疑問が聞こえてきます。 

 学校保健法第３条では、学校においては、換気、採光、照明及び保温を適切に行い、

清潔を保つ等環境衛生の維持に努め、必要に応じてその改善を図らなければならない

と定められ、学校環境衛生の基準の中で、判定基準温度は、冬季では１０度以上、夏



季では３０度以下であることが望ましい。また、最も望ましい温度は、冬季では１８

度から２０度、夏季では２５度から２８度であると定められています。エアコンが設

置されていない金屋、清水の学校にあっては、基準の判定温度が守られていないよう

な状況にあれば、すぐにでも改善を図らなければならないということになります。も

し、さまざまな要因ですぐに改善が図られないのであれば、基準の判定温度の中で授

業ができるよう工夫しなければならないことになるのではないでしょうか。有田川町

の学校管理規則の上位法に当たる学校保健法の定めを無視することはできないと考え

ます。その点から、教育委員会の取り組む姿勢を明らかにしていただきたいと思いま

す。 

 私は、教育委員会が心配される授業時間の確保についても、猛暑の中で、しかも効

率の悪い学習を実施しなくても、既に各学校において様々な努力と工夫により授業時

間確保を実施されていると聞いています。ですから、夏季休業は７月２０日から８月

３１日までに戻すことを提案したいと思います。どうしても授業時間が足りないので

あれば、各学校で子供や教職員の負担にならないように工夫されればいいと考えます。 

 次に、これからの学校のあり方について、お尋ねをいたします。先日、同僚議員か

ら質問がありましたことと重複することもありますが、よろしくお願いいたします。 

 和歌山県教育委員会は、ニュービジョン研究会議の報告をもとに、学校の統廃合計

画を推し進めようとして考えています。この報告の中の学校の適正規模は、小学校で

１２学級から１８学級、中学校は９学級から１８学級を適当と考えています。有田川

町で考えると、２００６年度は、藤並、吉備中学校の２校だけが適正規模であると、

そのほかの小中学校は全て統廃合の対象校ということになると、先日も教育長から答

弁がありました。この報告の中には、なぜ、小学校が１２学級から１８学級、中学校

が９学級から１８学級が適当なのかが全く示されていません。また、県教育委員会職

員の中には、市町教育委員会が統廃合を進めやすいように県がこのような報告を出し

たのではないか、そう言っている人がいるそうです。要するに、報告を出してやった

から頑張って統廃合を進めなさいと言わんばかりだと私は思います。 

 学校は地域の要であると思います。学校があるから、地域に子供たちの元気な声が

響き、それを見守る大人の和が生まれると考えます。どんなに少人数であっても、地

域にとって必要とされる学校をなくしてはいいはずがありません。最も大切にされな

ければならないのは、その学校で学ぶ子供と保護者、そして地域と教職員の願いだと

私は思います。経済効率だけで統廃合を計画し、地域の声を無視することだけは、絶

対に避けていただきたいと思います。ニュービジョン研究会議の報告がどうであろう

とも、教育長は、有田川町の住民の声をしっかり受けとめていただきたい。また、昨

日の答弁でもあった有田川町の教育を考えるビジョンをつくるに当たっても、安易に

統廃合計画を推し進めないことをこの場で明らかにしていただきたいと思います。子

供を育てるのだったら有田川町と言われるぐらい、教育予算の使い方は、子供と学校、



教育中心にしていただきたいと思います。豊かな教育条件整備のもとで、子供たちは

健やかに育ちます。このような視点に立った今後の有田川町の学校のあり方について

もお考えをお聞かせください。 

 次に、障害者福祉について質問をさせていただきます。 

 たちばな養護学校へ通っている生徒のお母さん方からの要望で、町長さんにも直接

切実な願いをお聞きしていただいたものですが、学校が終わってから夕方までの時間、

預かってもらえる授業ができないものか、町長さんに以前にお願いをしておりました。 

 たちばな養護学校へ通う生徒たちは、朝は清水方面からバスに乗ってやってきます。

金屋から吉備の辺りを８時から８時半くらいに子供たちを乗せて、また帰りは３時か

ら３時半くらいに、吉備から金屋の何カ所かで子供達を降ろしてまいります。帰りの

時間、お母さん方は、お迎えにくるのが遅くなってはバスに停まってもらわなくては

ならないし、交通の邪魔になってなならないと、時間よりも何分も早く来なければな

りません。もちろん、お母さん方は、農業や商売、仕事を持っている方々です。「せめ

て日が長い間は、５時くらいまで仕事ができればうれしいのだけれど」そう彼女たち

にとっては切実だけれど、本当に当たり前な願いだと私は思っています。幸い、この

有田川町にはコスモス作業所というすばらしい拠点ができています。また、コスモス

作業所はバスの運行途中にあります。子供たちがコスモス作業所で降りて、５時くら

いまでの間預かってもらえるような手立てがとれないものか、検討をしていただきた

いと思います。 

 次に、精神障害者の通院医療費につきましては、先日、同僚の増谷議員からの質問

で、町村会で話をするということになりましたので、この点については、町村会で話

をするということは前向きな検討をしていただけるということで、私の質問は、前向

きな検討をするという答弁をいただければ、それにとどめておきたいと思います。 

 次に、ごみ問題について質問をさせていただきます。 

 プラスティックごみ、週１回収集できるという切なる要望に対し、前向きなご検討

をいただいたことを、また、来年度から実施できる目途が立ったことを、先日の住民

福祉常任委員会で報告がありました。この場を借りてお礼を申し上げます。私からお

礼を言うというのではなく、町民の長い間の、女性の長い間の要望を受けとめていた

だきまして、本当にありがとうございました。 

 さて、ごみ袋の件でございますが、私がごみ袋の不足をお話したところ、よく売れ

ているのだという旨の答えが返ってまいりました。ごみ袋がないとごみを出すことが

できないのですから、ごみ袋の不足は、住民にとってはたいへん重要な問題です。な

ぜ、このような事態になったのかをきちんと解明するとともに、今後このようなこと

が起こらないように対策を講じられるようにしていただきたいと思います。またこの

ような場合には、何軒もお店を回ってごみ袋を探さなくていいように、お店の売り場

に補充されるまでは違うごみ袋でも、中身と出す日を間違わなければいいのだという



ことを知らせることが親切な対応だと思いますが、実際にお店への販売委託を任せて

いる商工会に対応を指導することを求めます。ごみ問題は、行政にとっても、住民に

とっても、たいへん大きな関心事ですから、住民の声を真摯に受けとめていただき、

改善を図っていっていただきたと思います。また、一度、売り切れになっている店頭

を直接ご覧になっていただければと思います。 

 また、現在プラスティックごみと同時に回収日となっているビン、缶、新聞、紙、

布類、同じように集めるようになるのか、そこのところもお聞かせいただきたいと思

います。なお、延べ日数と延べ人数が増えるということになると思いますが、これ以

上の住民のごみ収集への負担を増やすことはないように求めておきます。 

 これで１回目の質問を終わらせていただきます。 

○議長（亀井次男） 

 町長、中山君。 

○町長（中山正隆） 

 堀江さんのご質問にお答えをします。 

 まだクーラーのついていない学校については、温度調査をするということで、この

前も答弁させていただきました。実施をしております。９月いっぱいやれということ

で、まだすべてデータがそろっておりません。詳しいことについては、教育長の方か

ら答弁すると思います。 

 これからの学校のあり方についてであります。 

 なるほど県はすごい統合計画というのを掲げてますけれども、議員おっしゃるとお

り、小学校というのはそれぞれの地域の昔からのつながり、いろいろ文化もあります。

県がどうせよと言っても、なかなか町としては統合する気持ちもないし、今のところ

それに従ってやるつもりはありません。 

 ただ、清水地域、今後非常に生徒数が減少することが予想されます。それで、学校

については歴史とか文化がありますので、地区の方々ともいろんな相談を今後してい

きますけれども。例えば、１つの小学校、中学校で生徒が５人ぐらいになるとすれば、

果たしてその５人が複式学級で将来ずっと続けていくことが子供のためになるのか、

そこら辺やっぱり十二分に考えていかないといけないと思います。将来、大きな社会

の中に出て活躍する子供であるので、ただ学校がないようになったら困るよというだ

けで、その少ない子供が犠牲になるようなことにならないのか、そこら辺も今後考え

ていきたいと思ってます。ただ、今のところ、県が言うから統合するというような考

えは、私は持ってません。 

 それからもう１つ、たちばな養護学校の児童、生徒の放課後の対応ということであ

りますけれども。今の小学校でやっている学童保育のような体系ではやれないと思い

ますけれども、今度、シルバー人材センターが０歳児を含めて、子育て支援に取り組

んでくれてます。それで、シルバー人材センターにも、弁護士の免許を持った方も何



人かいると聞いてます。まず一度ここへもお願いをして、それと同時にコスモス作業

所でも対応してくれないか、早急に話をさせていただきたいと思います。 

 それから、精神障害者の通院医療費について。これは、今、私が郡の町村会長をし

ている関係で、町村会へ相談せよということでありますので、必ず議題として次の町

村会で上げさせていただきたいと思います。 

 それから、ごみ袋、たいへん皆さん方にご不便をおかけしたことをお詫びを申し上

げたいと思います。今度、新しく９月中にできてきます。なぜごみ袋がこんなに不足

したのかということですが、当初計画していたよりも、プラスチックに対する住民の

意識というのが非常に高くなってきまして、プラスチックのごみ袋が不足したという

事態になってます。これを踏まえて、そういうことのないように、今回多くの袋を注

文しています。 

 それで、今ご不便をかけているようでありますので、商工会とそこら辺の大手スー

パー、もう既に回らせていただいております。それで、もしそういうことがあっても、

ないと言わずに、「これでも今の期間使えますよ」ということを言ってくださいという

指導はもう既に行っています。そういうことで、今回多めに注文していますので、今

後そういうことがないと思います。 

○議長（亀井次男） 

 福祉課長、東君。 

○福祉課長（東 敏雄） 

 堀江議員のご質問は、日数が増えて、延べ人数が増えることになって、住民への負

担がないかというご質問だと思います。それは、負担がないように考えております。 

 ビン、缶については、今までどおりでございます。 

○議長（亀井次男） 

 教育長、楠木君。 

○教育長（楠木 茂） 

 堀江議員にお答えを申し上げます。 

 小中学校の環境整備でございますが、各学校での普通教室における室温、湿度の調

査をしております。この調査期間は、６月から９月末までの期間とさせていただいて

おります。一番高い温度は、吉備中学校で３５度を記録しております。これは限界を

超えているのではないかなと思われます。詳しいことは、９月末までで全部出るんで

すけども、一応６校だけ抽出のサンプルを出していただいています。それによります

と、温度でございますが、室温で高温になっているのは、７月の第２週から第３週、

徐々に高くなっております。８月の第４週、９月の第１週が高温の時期であり、教室

の詳細な状況は不明でありますが、３４度、３５度という高温が記録されております。

湿度については、７月の第１週、第３週、９月の第１週、第２週が高湿の時期でござ

います。８０％から９０％の湿度が記録されております。そういう状況でございます。 



 空調設備につきましては、教育委員会としては、全校設置が目標でございます。計

画的に継続して設置していきたいと思っております。今度、これの資料を精査しまし

て、その客観的な資料や今まで設置してきた学校との比較をもとに、財政との折衝を

重ねてまいりたい、そういうように思っております。 

 次に、これからの学校のあり方。これは、先日、前 議員さんにもお答えをさせてい

ただきまして、ちょっと重複しますが、１８年の１月に小中学校における適正規模の

ビジョンが出ました。そして、また６月に、この指針というのが出たわけでございま

す。その中で、小学校については１２学級から１８学級、中学校については９学級か

ら１８学級という適正規模が発表されたわけでございます。この指針はあくまで県教

委の指針でございまして、有田川町にはこれは当てはまらないと、このように考えて

ございます。有田川町には、児童・生徒の減少のな問題だけではなくして、西部地区

においては、児童・生徒が急増する問題も抱えてございます。いずれにしましても、

保護者や地域住民と十分な協議を行い、合意を得ながら進めていく必要があるのでは

ないかと、そういうように思ってございます。それらの様々な問題、これを享受する

ために、有田川町の教育を考えるビジョン審議会、これは仮称でございますが、これ

を設置して、各方面の方からいろんな意見を聞きながら、少子化に対する対応、ある

いは急増に対する対応というのを考えていきたいなと、そういうように思っておりま

す。以上でございます。 

○議長（亀井次男） 

 ３番、堀江さん。 

○３番（堀江眞智子） 

 再質問をさせていただきます。 

 教育に関しましては、温度・湿度ともに計っていただいているということで、また

教育長からは、この後、財政と折衝をしていくという答弁もいただきましたので、今

のところは、これ以上の質問は差し控えさせていただきたいと思います。 

 また、教育のあり方につきましては、有田川町のビジョンというものが、ただ単に

県の縮めたようなものであることのないようにお願いをしたいと思います。また、地

域の声を聞くという中に、ぜひ子供たちの小さな声も入れていただきまして、考えて

いただきたいと思います。 

 障害者福祉のことについて、たちばな養護学校の子供たちのことについては、町長

さんからも答弁をいただきましたが、前向きな検討をしていただくという答弁をいた

だいたかと思いますので、どうかよろしくお願いをいたします。本当に切実な願いだ

と私は思っております。 

 また、精神障害者医療につきましても、町長が町村会長だということで、前向きな

検討をしていただけるということです。ただ１つだけ、もうこれは御存じだと思いま

すが、政府は応益負担導入の理由を、増大する福祉サービス費用を皆で支えてもらう



ためだと、つまりお金がないからと言っているんですけども、障害福祉予算は８，１

３１億円、これは２００６年度予算案で、国家予算のたったの１％にしか過ぎません。

国際的に見ても国内総生産に占める障害関係支出の割合は、日本はドイツの５分の１、

またスウェーデンの８分の１と極めて低い水準です。公共事業費などの無駄を見直し

て、そのごく一部をまわすだけでも応益負担７００億円の負担増、これは国レベルで

すけども、障害者福祉を大幅に充実できるのではないかと思っております。また、私

たちの町でもこういった立場で予算の見直しをしていただけたらと思います。 

 ごみのことにつきましては、答弁をいただきました。一番気になっておりました、

これからの負担のないようにということでは、今ないという答弁をいただきましたの

で安心をしております。次から次へと、こんなにしたらいいのに、あんなにしたらい

いのにと言うばかりで、本当に申し訳ないんです。福祉課の方には、ごみのことでは

すごい努力をしていただいて、本当に念願の週１回のプラスティックの回収をしてい

ただけるということになりましたが、ビンとか缶とかそういうのもね。それはまた別

だということだったら、また日数増えたりとかそういう懸念があるんじゃないかなと。

そしてまた、出す方も日数がすごく多くなってきて、曜日が覚えられないとか、そう

いうことになってくるんじゃないかと思いますので、そこのところもうちょっと、ど

んなにしたらいいのかなということを一緒に考えてもらえたらなと。これはもう要望

にしておきますが、よろしくお願いをいたします。 

 これで再質問を終わります。 

○議長（亀井次男） 

 教育長、楠木君。 

○教育長（楠木 茂） 

 堀江議員にお答えをします。 

 ビジョン委員会というのをつくって、これからのことを検討していくということで

ございます。それにつきましては、各方面の方に委員をお願いをいたしまして、先ほ

ど申し上げたとおりの、地元の意見あるいは保護者の意見、地域の方々の意見を聞き

ながら慎重に進めていきたいな、そういうふうに思っております。 

○議長（亀井次男） 

 以上で堀江眞智子さんの一般質問を終わります。 

 

…………… 通告順１３番 １８番（楠部重計） …………… 

○議長（亀井次男） 

 続いて、１８番、楠部重計君の一般質問を許可いたします。 

○１８番（楠部重計） 

 １８番の楠部でございます。 

 議長の許可をいただきましたので、一般質問を行いたいと思います。 



 今回私は、町道の維持修繕並びに農道の舗装予算等について、増額を求めるための、

町長その他担当課長に通告させてもらっていますので、よろしくご答弁のほどお願い

を申し上げたいと思います。 

 今年、１８年１月１日に３町が合併をしまして、今回で３回目の質問をさせてもら

うことになりました。たいへん恐縮に思っております。 

 質問事項とは違いますけども、この議場も有田川町になって座席の方の改修もされ

まして、たいへんすばらしい議場でございます。ちょっと前にも申し上げたことがあ

るんですけども、こっちから見れば時計もありますが、こっちの一般の傍聴席の方か

ら時計が全然、まあ発言時間のあれがありますけれど。できたらこっち側にも時計を

１個つけてもらえたら、傍聴の方もよく見え、我々議員も今何時かいつでも見えると

いうこともあるんじゃないかと。できたらそういうこともしてもらえたらいいのと違

うかなと。 

 それからもう１点。ここはものすごく広いけど、やっぱりこの一般質問でも、緊急

に担当課長に聞いて、すぐ調べてきてほしい。昨日、一般質問何時間か継続して、ト

イレも行けないような状況でございましたけども。我々議員は後ろから行けるけど、

どこの議場でもほとんど裏から、町長が指示して担当課がちょっと県の様子を調べて

その時間内に答弁できるような、緊急に調べてこんなんことがあろうかと思う。僕の

ところの旧金屋町の元の議場では裏からこう抜けられるところがあったけども、ここ

はその収入役の席の前を通って皆行かんなんと。それは別にかまわないけども、でき

たら、この議場から出入りできるようなところが１カ所ぐらいあっても。緊急を要し

ててもそうだと思うんです。なぜ１カ所ぐらい出入口をしてくれなかったんかなとい

うような感じを今もしております。今後そういったことも、できたらこの議場にあっ

たらいいんじゃないかなと思います。議場の課長さんも、ちょっと県に聞き合わして

くると言ったら、皆いちいちこの前を通って行かんなんということであります。ちょ

っと裏から出て行けるような出入口があったらいいなと思います。 

 以上、余談でございますけれども、感じたことを申し上げておきたいと思います。 

 それから、町道・農道の予算につきましては、第２回の定例会の一般質問で質問を

させていただきました。町単事業であります農道舗装あるいは補助事業の継続につい

て、これまで旧金屋町では、町単事業として補助金の２分の１の事業計画で実施され

てきました。合併しても、この継続を求める質問をさせていただいたわけでございま

すけれども。合併前、平成１７年度、区長会から出された１８年度の事業要望につい

て町長の見解をただしたところ、町長は、農道舗装は基盤整備の重要な問題として認

識をしている、打ち切るつもりは全くない、要望路線を検討して補正で考えていく、

という答弁をいただいております。６月には園内道の補正予算１００万円、それから、

今回、２６日に補正予算の審議が残っていますけれども、農道の舗装事業につきまし

ても２００万円の予算が計上されております。たいへんご理解をいただきまして、心



強いご答弁、それから予算計上、感謝申し上げる次第でございますけれども。本来な

らお礼だけ言うても一般質問になりませんので、引き続き今後の増額のためにも一般

質問をさせてもらうことでございます。 

 前回にも質問させていただきましたとおり、旧金屋町では、平成１７年度に、合併

後の１８年度の事業要望というのを区長要望で取ったところ、１７年度の農道舗装に

つきましては、３１路線の２，４０９メートル、１，８００万円の事業実績があった

わけでございます。そして１８年度の要望については、旧金屋町だけでも８３路線、

９，８００メートル、７，２００万円の舗装要望があったわけでございます。それで、

私は何とかこの事業を継続して取り組んでいただきたいということで、質問をさせて

もらったわけでございます。特に、吉備、金屋のみかん産業あるいは清水にしても農

林業、当然、有田川町になっても農業を主体とした町でございます。こういった、さ

さやかでありますけれども、そういった面につきましては、予算を打ち切らないで、

継続してほしいという要望をさせてもらったところでございます。今回の２００万円、

まだまだ追いつかないような状況であろうかと思いますので、ぜひとも来年当初予算

にでも、もう少し増額をお願いできたらと思いますので、この点、町長の見解をお伺

いしておきたいと思います。 

 それから、町道の維持修繕でございますけれども、この点についても、町道につき

ましては、やっぱりもう少し維持修繕費を増額してもらえないかどうか。お聞きした

ところ、金屋地区でも、清水地区でも、これまで町道の維持は、国道・県道と違って、

住民の切なる要望の簡単な道路修理の箇所がたくさんございます。そういう意味で、

ぜひとも小さい要望になるかもわかりませんけども、増額をお願いしたいと。聞きま

すと、旧清水町でも昨年度は１億円近い町道の維持修繕のための費用が予算化されて

おったと。今年は全く、そういった予算がゼロに等しいような予算であるということ

でございます。そういうことで、有田川町になってもぜひとも町道の維持修繕の増額

を求めるものでございます。 

 それから、町道の維持修繕に伴うことはもともとでございますけれども、町道に対

しては、それぞれの各地域には町道の愛護委員会というのがあります。それと同時に

河川愛護ということで、河川・道路等々の近辺に関わる草刈り等、あるいは山から町

道にかぶさっている木等々は、ほんのわずかでございますけれども助成をして、この

委員会の方でそういう草ばらいもやってくださっています。先般も、ある区の委員会

の方から今年も草刈りしたいと。しかし、もう後継者不足で若い人がないので、草刈

りとか、チェーンソー持つので、これももう一度再検討してもらって、町の方でも何

とかそこら辺を考えていただけないか、というその委員会の委員の話を聞きました。

やっぱり、旧金屋町からずっと奥につきましては、ほんまに後継者がなくって、年寄

りの方々がそういった草刈りとかをしているというような状況でございますので、そ

の点もやっぱり今後考えていかなくてはならないということですので、よろしくお願



いを申し上げたいと思います。 

 私の一般質問は、町道維持費の増額についての町長の見解、農道の舗装等の増額に

ついての見解、それから、今年は初めて県が農協通じての園内道の舗装補助をするこ

とに予算がついて、今各一般家庭へその要綱について配布をしております。町が園内

道と農道舗装の事業をやり、また県が別個にやると。これもちょっといかがなもんか

なと。同じようにやるのだったら、町と県と合同でやってくれる方が速やかにできる

んじゃないかなというような感じもするんですけども、この点の考えはいかがでしょ

うか。 

 昨日は、旧吉備町の同僚議員からも質問がございました、セットバックの町道の道

路維持の関係。この件についてもどうするのか。もちろん、町長が来て、その現場を

見て検討するという答弁もありましたけども、町道、道路の愛護協会への草刈作業等

への助成を今後検討するべきところもあるではないかと。河川愛護協会への河川美化

草刈等の助成等も。後継者不足のために老齢化をしておりますので。若い方があると

ことはいいですけども。やっぱり危険を伴うようなところについては町がするとか考

えていく必要があるのではないかというふうに思います。その点、町長並びに担当課

長の答弁を求めたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 １回目の質問を終わります。 

○議長（亀井次男） 

 町長、中山君。 

○町長（中山正隆） 

 楠部議員さんのご質問にお答えをしたいと思います。 

 まず、通告になかったけど、時計をつけたらどうかということで。なるほど、こち

らから見たらようわかるけど。これも一度検討させてもらいます。 

 それと、この裏の出入口については、やはりお金がかかることだと思いますので、

検討させてもらいますけれども、ちょっと今のところ無理かなという感じであります。 

 それから、町道・農道の増額でありますけれども。有田川町にとっては農道も非常

に大事であります。今年も、農道の舗装については２００万円、工事費については４

００万円の工事費であり、これは十分ではないと思いますけれども、今後財政を考え

ながら、これをも継続してやっていきたいと思ってます。 

 町道については、住民の皆さん方が直接通る道でありますので、予算内でもちろん

やっていくわけなんですけれども、緊急に本当に危険を伴うような箇所が出てきたら、

それはそれで対応をしていきたいと思ってます。高齢者ばかりになって、それもよく

理解をしています。けれども、こういった財政状況の中、やっぱり町道は町道として、

近くの住民の方々にも十二分にご協力をいただかなければ、もう全部、端から端まで

町の工事でやるということになりますと、大変な費用がかかります。吉備地区にも、

有田川の清掃が年に１回ありますけれども、約１，５００人ぐらい出て、きれいに清



掃や缶拾いをやります。全く補助金は出していません。そういった意味で、やっぱり

我がらの道はやっぱり我がらで守るというのが、これからの基本になってくると思い

ます。その中でさっき言ったように、「本当に危険や、もう怪我するぞ」というような

ところが出れば、これは早急に対処していきたいと思います。 

 そして、町道の補修も継続してやっていきたい。ただ、こういった財政状況の中で、

たくさん増やすというのは、今のところ、ちょっと無理かなという考えであります。 

 また、園内道路につきましても、県と町と別々になっていますけれども、これも県

と相談して、何とかして両方一緒になってやれないか、今後検討させていただきたい

と思います。 

○議長（亀井次男） 

 １８番、楠部君。 

○１８番（楠部重計） 

 愛護会とか、それの担当課長のご説明ないですか。 

○議長（亀井次男） 

 建設課長、中西君。 

○建設課長（中西一雄） 

 楠部議員さんのご質問にお答えしたいと思います。 

 ご指摘のとおり、地域によっては非常に高齢化が進んでいる現状もあろうかと思い

ます。今後の課題と思いますが、また町長とも協議しながら、今後の課題とさせてい

ただきたいと思います。検討いたします。以上です。 

○議長（亀井次男） 

 １８番、楠部君。 

○１８番（楠部重計） 

 再質問を行いたいと思います。 

 今後、農道舗装あるいは園内道については、県と相談して検討してくれるというこ

とでございますけれども。農道の舗装事業、旧金屋町と旧吉備町では事業の実施要綱

が違っておりますけれども、吉備は生コンを支給してやっていたと。旧金屋町では２

分の１の補助ということで、今回予算に２００万円してる。事業枠は２分の１ですか

ら、事業は４００万円というような格好になってやっているわけなんですけれども。

それで事業委託の契約するというようなことでやってきたわけなんですけれども。ま

あ生コン支給がいいのかどうか。今後そういったことも有田川町として統一した見解

を出した方がいいのかどうか検討してもらえたらいいと思います。 

 今回、県に新たに次世代にやさしい園地づくり事業ということで、それぞれに園内

道の整備に要する経費補助、それからまた園地の平坦化に要する経費の補助。園内道

路につきましては、新設の舗装事業、これは園内道１．５メートル以上とか２メート

ル以上、あるいはコンクリートの厚さが５センチとか１０センチ以上など、きめ細か



く、単価がたいへん安くて思うようにはかどらないようなところもあろうかと思いま

すけれども。単価も違っているし、そこら辺の統一をもう少しして。生コン支給もい

いですけども、事業枠に後に残らないというようなこともできてくると思うので。統

一した見解を出して、そうすると、もう少しその補助率を上げられることにも結びつ

くのじゃないかなと思いますので。今年の事業は、県の方は９月１０日まで、町の方

も１０月の申し込みということでございます。今後さらに増額を求めて、統一した見

解を出していただきたいと思いますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 町道の維持修繕について。国道は旧金屋町でも２線ありますけれども、町道はたい

へん広い範囲で、中山間あるいは平坦地にもたくさんございます。そういう意味で、

災害があれば、災害に適用できるところは直していきますけれども、年間通じて災害

がない場合もありますので、国、県の助成がない場合もございます。そうすると、町

単で維持修繕をやっていかなければならないところもあります。やっぱり町道の維持

補修は、山間地にとりましてもたいへん重要なことでございます。そういう意味でぜ

ひとも補助額を、来年当初にでも増額をお願いできないかと思うので、再答弁をお願

いしたいと思います。 

○議長（亀井次男） 

 町長、中山君。 

○町長（中山正隆） 

 お答えをします。 

 園内道については、もう一度県と相談をして、何とか共同でやれないかということ

を検討させていただきたいと思います。 

 農道・町道の舗装については、現物支給ということで統一をさせていただければ、

この金額で多くのところができるということで、現物支給ということで統一できるよ

うに検討させていただきたいなと思います。 

○議長（亀井次男） 

  補足説明ございませんか。 

 １８番、楠部君。 

○１８番（楠部重計） 

 今年の予算からそういうふうな展開ですか。 

○議長（亀井次男） 

 暫時休憩します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １０時３７分 

再開 １０時３８分 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 



○議長（亀井次男） 

 １８番、楠部君。 

○１８番（楠部重計） 

 来年度は、現物支給で統一してやりたいということでありますけれども。その理由

としては、やっぱり延長が延びるということであろうと思います。しかし、同じ金額

ではそんなにたくさん延びないと思うんよ。だから、町道の維持修繕費をやっぱりも

っと増額してやってよ。そうやなかったら、やっぱり合併しても、小さな町道・農道

の維持修繕等については、ほんまに減ってしまったなあというようなことになると思

うんよ。そこら辺、どうか増額をしていただくことを求めて、一般質問を終わりたい

と思います。 

○議長（亀井次男） 

 以上で楠部重計君の一般質問を終わります。 

 以上で一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １０時３９分 

再開 １０時４９分 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

…………… 日程第２ 諸般の報告 …………… 

○議長（亀井次男） 

 再開いたします。 

 日程第２、諸般の報告を行います。 

 町長より５件の議案が追加提出されております。 

 また、昨日配布させていただきました文書表のとおり、請願書が提出されており、

議会運営委員会において、委員会付託せず本会議にて議決することに決定したので、

ご報告いたします。ご了承願います。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 

…………… 日程第３ 請願第１号 …………… 

○議長（亀井次男） 

 日程第３、請願第１号、吉備中学校周辺へのパチンコ店出店計画の中止を求める請

願についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 請願第１号については、会議規則第９２条第２項の規定によって、委員会の付託を

省略したいと思いますが、ご異議ございませんか。 



〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（亀井次男） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、請願第１号については、委員会の付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（亀井次男） 

 討論なしと認めます。 

 これから請願第１号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 請願第１号を採択することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（亀井次男） 

 起立、全員であります。 

 したがって、請願第１号は採択することに決定しました。 

 

…………… 一括議題 提案理由の説明 …………… 

○議長（亀井次男） 

 お諮りします。 

 この際、日程第４から日程第８までの議案５件を一括議題としたいと思いますが、

これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（亀井次男） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、日程第４から日程第８までの議案５件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長、中山君。 

○町長（中山正隆） 

 ただいま、追加上程されました議案第２０４号から議案第２０８号までの５議案に

つきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 議案第２０４号は、平成１８年度林道中原・三瀬川線第２工区開設工事の請負変更

契約についてであります。 

 平成１８年度林道中原・三瀬川線第２工区開設工事については、平成１８年６月２

７日 第２回定例会において、契約金額６，０５８万５，０００円で議決をいただいて

いるものでありますが、本路線は継続路線であり、地元住民も早期完成を希望してい

ることから、本年度予算内で開設延長１７．３メートルを延ばし早期完成を図るため、



５１１万５，６００円増額の６，５７０万６００円に変更契約を行いたく、議会の同

意をお願いするものであります。 

 議案第２０５号は、平成１８年度町単第１－２３号南部高区配水池耐震補強・補修

工事垣倉地内の請負契約についてであります。 

 平成１８年度町単第１－２３号南部高区配水池耐震補強・補修工事を施工するため、

平成１８年９月１２日、８業者を指名し、競争入札に付したところ、和歌山市西汀丁

２６番地、株式会社ピーエス三菱和歌山営業所所長、加瀬正克氏が５，７７５万円で

落札いたしましたので、工事請負契約を締結するにあたり、議会の同意をお願いする

ものであります。 

 議案第２０６号は、平成１８年度簡水２－２号吉原地区簡易水道施設整備工事、修

理川、松原地内の請負契約についてであります。 

 平成１８年度簡水２－２号吉原地区簡易水道施設整備工事を施工するため、平成１

８年９月１２日、８業者を指名し、競争入札に付したところ、有田市初島町浜１０７

１番地、株式会社初島組取締役社長、嶋田悦也氏が１億８１５万円で落札いたしまし

たので、工事請負契約を締結するにあたり、議会の同意をお願いするものであります。 

 議案第２０７号は、平成１８年度簡水第１－４号大賀畑簡易水道施設（配水池築造）

整備工事大賀畑地内の請負契約についてであります。 

 平成１８年度簡水第１－４号大賀畑簡易水道施設（配水池築造）整備工事を施工す

るため、平成１８年９月１２日、６業者を指名し、競争入札に付したところ、和歌山

市砂山南２丁目３番２３号、株式会社日冷社代表取締役、奥野二美氏が５，１０３万

円で落札いたしましたので、工事請負契約を締結するにあたり、議会の同意をお願い

するものであります。 

 議案第２０８号は、平成１８年度田殿小学校、地域・学校連携施設建築工事井口地

内の請負契約についてであります。 

 平成１８年度田殿小学校、地域・学校連携施設建築工事を施工するため、平成１８

年９月１９日、６業者を指名し、競争入札に付したところ、有田川町大字明王寺２５

８番地１、三洋建設株式会社代表取締役、上野山泰生氏が５，１９７万５，０００円

で落札いたしましたので、工事請負契約を締結するにあたり、議会の同意をお願いす

るものであります。 

 以上で、追加議案の説明を終わります。 

 何とぞご審議の上ご賛同賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（亀井次男） 

 以上、町長の提案理由の説明が終わりました。 

 補足説明はありませんか。 

 ないようですので、提案理由の説明を終わります。 

 お諮りします。 



 日程第４、議案第２０４号から日程第８、議案第２０８号までを提案理由の説明だ

けにとどめ、議案調査のため審議を中止したいと思いますが、これにご異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（亀井次男） 

 異議なしと認めます。 

 本日の会議は、これで延会にしたいと思います。 

 なお、次回の本会議は、９月２６日、火曜日に再開いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

延会 １０時５７分 

 


